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研究要旨 
目的；食物によるアナフィラキシーショックの原因食物に関する知見を得る。 

方法；平成 26年度〜平成 29年度の DPCデータの様式１を用いて、医療資源を最も投入

した病名が「有害食物反応によるアナフィラキシーショック（ICD-10 code, T78.0）」

である入院エピソードを抽出し、医療資源を最も投入した傷病名に入力されている文字

列から原因食物を判定し分類した。 

結果；医療資源を最も投入した病名の ICD-10コードが T78.0であった入院エピソード

は 10,854件であった。原因食物が明らかになっているものでは、特定原材料が多く、

卵、小麦、乳、落花生、そばの順に多かった。特定原材料以外では、魚介類とナッツ類

が４年間で 10件以上認められた。 

結論；DPCデータを用いて食物によるアナフィラキシーショックの原因食物の疫学を明

らかにすることができた。より正確な FIAの実態把握のため、データ精度向上のための

取組が期待される。 
 

A.研究目的 

アレルギー疾患を有する国民の増加によ

り、アレルギー疾患に関する研究の重要性が

増している。平成 26 年に成立したアレルギー

疾患対策基本法では、基本理念に「アレルギ

ー疾患に関する専門的、学際的又は総合的

な研究を推進するとともに、アレルギー疾患の

重症化の予防、診断、治療等に係る技術の向

上その他の研究等の成果を普及し、活用し、

及び発展させること」が掲げられている。1アレ

ルギー疾患対策基本法が成立した背景には、

学校給食での誤食が原因でアナフィラキシー

ショックを起こし、その後死亡した痛ましい事故

があり、新経済・財政再生計画改革工程表

2019（令和元年 12 月 19 日）においても 2028

年度までに「食物によるアナフィラキシーショッ

ク死亡者数ゼロ」を達成することが KPI として

掲げられている。2 

食物によるアナフィラキシーショック（Food-

induced anaphylaxis, FIA）は、食物をアレルゲ

ンとして重篤なアレルギー反応が全身に生じ

た結果、血圧低下や呼吸困難、意識障害を来

たし、死に至る危険性のある疾患で、2017 年

には食物によるアナフィラキシーショックで４名

が死亡している。日本におけるガイドラインで

は、食物アレルギーの原因食物に関する疫学

は明らかとなっているが、FIA の原因食物に関

する大規模な研究はこれまで行われていな

い。3 



そこで、本研究では FIA で入院した者の様

式１に入力された医療資源投入病名における

原因食物について分析する。 

 

B.研究方法 

・使用データ 

本研究では、平成 26 年度〜平成 29 年度

の DPC データを用いた。 

・分析対象 

医療資源を最も投入した病名が「有害食物

反応によるアナフィラキシーショック（ICD-10 

code, T78.0）」である入院エピソードを抽出し

た。医療資源を最も投入した傷病名に入力さ

れている文字列から原因食物を判定した。原

因食物の分類は表１に示すとおり、食品表示

法に定められている特定原材料 7 品目及び

特定原材料に準ずるもの 21 品目とした。ま

た、表２の通り特定原材料に準ずるもの及び

法定外の原因食物の大まかな分類を作成し集

計した。 

 

C.研究結果 

医療資源を最も投入した病名の ICD-10 コ

ードが T78.0 であった入院エピソードは

10,854 件であった。性別件数を表３に示す。

男性は女性の 1.3 倍であった。年齢階級別件

数を表４に示す。最も多いのは０歳であり、１０

歳頃まで単調に減少するが、その後増加に転

じ、１５歳頃を２つ目のピークとして以降は減少

していた。成人は各年齢 100 件未満で、高齢

になるにつれて減少する傾向が認められた。

原因食物別件数を表５に示す。84％は原因食

物が明示されていなかった。原因食物が明ら

かになっているものでは、特定原材料が多く、

卵、小麦、乳、落花生、そばの順に多かった。

えび及びかには４年間で 10 件未満であった。

特定原材料が原因食物である入院エピソード

の年齢階級別の件数を表６に示す。なお、え

び及びかについては件数が 10 症例未満であ

ったため年齢階級別の分析は行わなかった。

各年齢階級で最多であった原因食物は、それ

ぞれ０歳及び１歳では卵、２−３歳では卵及び

乳、４−６歳では乳、７−１９歳では落花生、２０

歳以上では小麦であった。年齢階級別の原因

食物が明示されていない割合を表７に示す。

年齢が高くなるにつれて明示されていない割

合は増加する傾向が認められた。年齢階級別

特定原材料以外の原因食物の大まかな分類

別入院件数を表８に示す。特定原材料以外で

は、魚介類とナッツ類が４年間で 10 件以上認

められた。 

 

D.考察 

性差については、過去の研究で即時型食

物アレルギーの男女比が 1.4 であったとの結

果が報告されており、今回の研究結果もこの

結果と類似していると考えられた。また、図１．

に示す先行研究における即時型食物アレルギ

ーの年齢分布と比較し、年齢又は年齢階級別

の件数はガイドラインと同様に０歳が最多でそ

の後減少に転じていた。4一方で成人では即

時型食物アレルギーの件数は０歳の 10％以

下と少ないが、FIA は同程度ある年齢階級も

あり、成人は相対的に重症な者が医療サービ

スを利用している可能性が示唆された。 

原因食物別の分析では、原因食物が明示

されていない場合が多数であった。原因食物

が明らかとなっている場合は、先行研究にお

ける即時型食物アレルギーの原因食物の割合

と同様に卵が最多であったが、牛乳と小麦の

順位の逆転が認められた。4原因食物によって

重症化のしやすさに違いがある可能性が示唆



された。年齢階級別の分析では各年齢階級で

原因食物の割合が異なっていた。例えば７−１

９歳では落花生が最多であり、近年指摘され

ている日本における落花生やナッツアレルギ

ーの増加を示唆していた。5また、原因食物が

明示されている割合は年齢が上がるにつれて

低下しており、乳幼児の方が積極的に原因食

物の探索が行われている可能性を示唆してい

た。特定原材料に準ずるものとしては、魚介類

やナッツ類（種実類）が多かった。特にピーナ

ッツやナッツ類は海外では重症化しやすい原

因食物として知られており、食習慣の変化によ

って原因食物の分布も変化している可能性が

示唆された。6 

原因食物の記載を充実させることは、DPC

データを用いた食物アレルギーに関する研究

の推進に繋がると考えられる。医療資源を最も

投入した傷病名の ICD-10 コードが T78.0 の

場合、傷病分類は「080270 食物アレルギー」と

なる。例えば図２のように、傷病分類が 080270

の場合は様式１に「M080010」というコードで原

因食物を記録すれば、FIA による入院に関す

る疫学調査が可能であると考えられる。 

 

E.結論 

４年間の DPC データの様式１を用いて FIA

の原因食物について集計した。より正確な

FIA の実態把握のため、データ精度向上のた

めの取組が期待される。 

 

F.研究発表 

特になし 

 

G.知的財産権の出願・登録状況 

本年度の知的財産の出願・登録はない。 
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表１．原因食物の分類 

食品表示法に

定める分類 
原因食物の名称 

特定原材料 

卵 

小麦 

乳 

落花生 

そば 

えび 

かに 

特定原材料に

準ずるもの 

いくら 

カシューナッツ 

くるみ 

いか 

キウイフルーツ 

さば 

豚肉 

もも 

アーモンド 

あわび 

大豆 

やまいも 

オレンジ 

 牛肉 

ごま 

さけ 

鶏肉 

バナナ 

まつたけ 

りんご 

ゼラチン 

 

 



表２．原因食物の大まかな分類 

大まかな分類 原因食物 

きのこ まつたけ 

魚介類 いくら 

いか 

さば 

あわび 

さけ 

その他の魚類 

果物類 キウイフルーツ 

もも 

オレンジ 

バナナ 

りんご 

メロン 

ナッツ類 

（種実類） 

カシューナッツ 

くるみ 

アーモンド 

ごま 

その他の種実類 

肉類 豚肉 

牛肉 

鶏肉 

その他 大豆 

やまいも 

ゼラチン 

チョコレート 

 

  



表３．性別入院件数 

性別 入院件数 

男性 6182 

女性 4672 

表４．年齢階級別入院件数 

年齢（又は年齢階級） 入院件数 

0 848 

1 674 

2 627 

3 526 

4 360 

5 306 

6 308 

7 274 

8 226 

9 257 

10 249 

11 247 

12 290 

13 334 

14 337 

15 245 

16 227 

17 211 

18 172 

19 128 

20s 908 

30s 661 

40s 715 

50s 544 

60s 612 

70s 422 

80s 130 

90s 16 

総計 10854 



 

 

図１．即時型食物アレルギーの年齢分布（参考文献４から引用） 



表５．原因食物別入院件数 

原因食物 

入院件数 

（２つ以上原因食物の記載がある場合

は両者にカウントしている） 

特定原材料 1720 

卵 508 

小麦 407 

乳 370 

落花生 259 

そば 172 

えび <10 

かに <10 

特定原材料に準ずるもの 29 

その他・不明 9115 

総計 10864 

 

 

 



表６．原因食物・年齢階級別入院件数 

原因食物 0歳 1歳 2-3歳 4-6歳 7-19歳 20歳以上 総計 

卵 191 89 94 59 57 18 508 

小麦 50 30 64 53 52 158 407 

乳 73 50 94 69 >80 <10 370 

落花生 0 9 58 63 87 42 259 

そば 0 2 24 14 44 88 172 

 

表７．年齢階級別の原因食物が明示されていない割合 

0歳 1歳 2-3歳 4-6歳 7-19歳 20歳以上 

63% 72% 71% 73% 90% 92% 

 

表８．特定原材料以外の原因食物の大まかな分類別入院件数 

原因食物の大まかな分類（特定原材料を除く） 件数 

魚介類 20 

ナッツ類 13 

果物類、えび、かに、肉類、きのこ、その他 各 10 件未満 

 



 


